
(57)【要約】

【課題】　人体の器官内の状況を完全に検査することが

でき、また、コストが安く、使用後に使い捨てすること

ができ、消毒不足による感染のおそれがない内視鏡装置

を提供すること。

【解決手段】　撮影及び映像伝送機能を備えるヘッドと

、前記ヘッドに連接しかつ前記連接箇所に隣接する部分

に配置された湾曲部を維持することができる形状記憶性

中空管と、前記形状記憶性中空管上における移動によっ

て前記形状記憶性中空管の湾曲部の角度を変更すること

ができる形状記憶性制御ユニットと、を備えた内視鏡装

置である。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 影 及 び 映 像 伝 送 機 能 を 備 え る ヘ ッ ド と 、
　 前 記 ヘ ッ ド に 連 接 し か つ 前 記 連 接 箇 所 に 隣 接 す る 部 分 に 配 置 さ れ た 湾 曲 部 を 維 持 す る こ
と が で き る 形 状 記 憶 性 中 空 管 と 、
　 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 上 に お け る 移 動 に よ っ て 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 の 湾 曲 部 の 角 度 を
変 更 す る こ と が で き る 形 状 記 憶 性 制 御 ユ ニ ッ ト と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 の 外 側 に 設 置 さ れ た ガ イ ド パ イ プ で あ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト が 、 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 の 中 空 部 分 に 挿 入 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ で あ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 ユ ニ ッ ト が 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 よ り も 強 靭 性 に 優 れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 内 に 、 信 号 伝 送 シ ス テ ム と 、 撮 影 シ ス テ ム と 、 照 明 シ ス テ ム と を 備 え る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 内 の 照 明 シ ス テ ム が 発 光 ダ イ オ ー ド を 光 源 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 内 の 照 明 シ ス テ ム が 赤 外 線 を 光 源 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 内 の 照 明 シ ス テ ム が 発 光 ダ イ オ ー ド と 赤 外 線 と を 光 源 と す る 、 請 求 項 ５ に 記
載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 光 源 が 前 記 撮 影 シ ス テ ム の 周 囲 に 設 置 さ れ る 、 請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 が 、 前 記 ヘ ッ ド に 接 続 す る 電 源 ケ ー ブ ル と 、 前 記 ヘ ッ ド 及 び コ ン
ピ ュ ー タ に 接 続 す る 信 号 伝 送 ケ ー ブ ル と を 備 え る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 内 の 信 号 伝 送 シ ス テ ム が 、 前 記 撮 影 シ ス テ ム が 撮 影 し た 映 像 を 前 記 信 号 伝 送
ケ ー ブ ル を 通 し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ の ス ク リ ー ン に 直 接 表 示 す る こ と が で き る 、 請 求 項 １
０ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ヘ ッ ド 内 の 信 号 伝 送 シ ス テ ム が 、 前 記 撮 影 シ ス テ ム が 撮 影 し た 映 像 を 前 記 信 号 伝 送
ケ ー ブ ル を 通 し て 前 記 コ ン ピ ュ ー タ に 直 接 保 存 す る こ と が で き る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 内
視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 が 、 前 記 ヘ ッ ド が 人 体 内 に お い て 自 由 に 移 動 及 び 回 転 す る こ と に
耐 え う る 全 体 的 な 柔 軟 性 及 び 強 靭 性 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ が 、 そ の 外 層 に 潤 滑 性 の 物 質 が 塗 布 さ れ 、 そ れ に よ り 前 記 ガ イ ド ワ イ
ヤ が 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 の 中 で ス ム ー ズ に 移 動 で き る ガ イ ド ワ イ ヤ で あ る 、 請 求 項 ３ に
記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 前 記 潤 滑 性 の 物 質 が テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） で あ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 内 視 鏡 装 置 が 使 い 捨 て 形 式 と し て 製 造 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 内 視 鏡 装 置 が 手 術 器 具 に 装 着 で き る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 手 術 器 具 が メ ス で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 手 術 器 具 が ハ サ ミ で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 手 術 器 具 が 鉗 子 で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 手 術 器 具 が ド リ ル で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 内 視 鏡 装 置 が 、 耳 、 脳 、 脳 下 垂 体 、 鼻 腔 、 気 管 、 口 腔 、 食 道 、 胃 、 小 腸 、 大 腸 、 直
腸 、 胆 嚢 、 泌 尿 器 官 （ 尿 道 、 膀 胱 、 輸 尿 管 ） 、 乳 房 、 女 性 の 生 殖 器 官 （ 卵 巣 、 卵 管 、 膣 部
、 子 宮 ） 、 睾 丸 、 血 管 、 骨 髄 、 腹 腔 、 胸 腔 及 び 関 節 の 検 査 の 使 用 に 適 合 し て い る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ヘ ッ ド が ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴 を 通 し て 、 受 検 部 位 に 対 す る 薬 物 の 投 与 、 気 体 の 抽 出 又 は 排 出
、 液 体 の 抽 出 又 は 排 出 、 及 び ロ ボ ッ ト ハ ン ド に よ る 生 体 組 織 の 一 部 の 採 取 が 可 能 で あ る 、
請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 内 視 鏡 装 置 上 に 超 小 型 手 術 器 具 を さ ら に 装 着 す る こ と が で き る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 に 関 し 、 特 に 医 療 に お い て 人 体 内 部 の 状 況 を 検 査 す る 器 具 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 は 、 一 般 に １ 本 の 特 製 の 管 で 作 製 さ れ て お り 、 主 に 撮 影 装 置 及 び 光 源 に よ り 構 成
さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ に つ な ぐ と 体 内 の 構 造 を ス ク リ ー ン に 表 示 す る こ と が で き る も の で あ
る 。 医 師 は 、 ス ク リ ー ン の 映 像 に よ っ て 、 受 検 者 の 疾 病 を 診 断 す る 。 体 内 の 器 官 は 、 体 外
と つ な が る 開 口 部 が あ れ ば 、 内 視 鏡 を 使 用 し て 検 査 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 声 帯 、 咽
喉 等 の 検 査 の た め の 喉 頭 内 視 鏡 は 鼻 か ら 内 視 鏡 を 挿 入 し 、 食 道 、 胃 及 び 十 二 指 腸 の 検 査 の
た め の 上 部 消 化 管 内 視 鏡 は 口 か ら 挿 入 し 、 大 腸 鏡 は 肛 門 か ら 挿 入 す る 。 開 口 部 が な い 場 合
で あ っ て も 、 手 術 に よ っ て 人 体 に 開 口 部 を 設 け れ ば 内 視 鏡 の 使 用 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、
腹 腔 鏡 検 査 は 腹 部 に 開 口 部 を 設 け 、 関 節 鏡 は 関 節 の 周 囲 の 皮 膚 を 切 り 開 く こ と に よ り 、 検
査 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 検 査 は 、 基 本 的 に 、 わ ず か に 侵 襲 性 の あ る 検 査 方 法 で あ る 。 こ の た め 内 視 鏡 が 体
内 に 挿 入 さ れ る 過 程 に お い て 、 受 検 者 の 不 快 感 を 引 き 起 こ す こ と も よ く あ り 、 ひ ど い 場 合
に は シ ョ ッ ク 症 状 に い た ら せ る 。 体 内 の 器 官 は 柔 ら か く 、 脆 弱 で あ る た め 、 わ ず か な 不 注
意 で も 内 視 鏡 の 管 に よ っ て 体 内 の 器 官 を 傷 つ け る お そ れ が あ る 。 さ ら に 、 従 来 の 内 視 鏡 は
コ ス ト が 高 い た め 、 毎 回 使 用 後 に 洗 浄 、 消 毒 を 行 っ て 、 次 の 受 検 者 に 使 用 し な け れ ば な ら
ず 、 消 毒 が 徹 底 さ れ な い こ と に 起 因 す る 患 者 の 交 差 感 染 の 病 例 が 発 生 す る こ と も あ る 。 内
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視 鏡 の 使 用 に お い て 、 い か に し て 、 苦 痛 を 引 き 起 こ さ ず 、 操 作 を 簡 単 に し 、 交 差 感 染 の 心
配 を な く す か が 、 こ れ ま で 業 界 に お い て 克 服 が 待 た れ る 課 題 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 映 像 技 術 及 び 光 フ ァ イ バ ー 光 学 機 器 の 画 期 的 な 進 歩 に よ り 、 米 国 特 許 第 ６ ４ ３ ２
０ ４ ３ 号 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 内 視 鏡 は 大 き さ 又 は 柔 軟 性 に お い て 明
ら か な 進 歩 を 遂 げ て お り 、 湾 曲 部 の 角 度 を 制 御 す る こ と も で き る よ う に な っ て い る 。 こ の
特 許 は 気 管 に 挿 入 す る た め の 内 視 鏡 を 開 示 し て い る 。 内 視 鏡 は 挿 入 部 分 、 グ リ ッ プ 操 作 部
分 の ほ か に 、 さ ら に 湾 曲 部 を 制 御 す る 構 造 及 び 挿 入 部 分 を 湾 曲 さ せ る 構 造 を 含 ん で い る 。
湾 曲 構 造 は 、 長 い 弾 力 性 構 造 を 含 み 、 こ の 弾 力 性 構 造 の 一 端 は 、 挿 入 部 分 の 末 端 に 位 置 し
、 別 の 一 端 は 湾 曲 操 作 構 造 の Ｌ 型 グ リ ッ プ の 一 端 に 固 定 さ れ る 。 弾 力 性 構 造 は 、 内 視 鏡 管
内 に お い て 、 挿 入 部 分 に し た が っ て 伸 び る 。 Ｌ 型 グ リ ッ プ は 短 い 方 が 管 内 、 長 い 方 が 管 外
に あ り 、 医 療 ス タ ッ フ は 管 外 部 分 の グ リ ッ プ を 握 り 、 押 し た り 引 い た り す る こ と に よ っ て
、 内 視 鏡 の 挿 入 部 分 の 湾 曲 部 の 角 度 を 制 御 す る 。 し か し 、 こ の 内 視 鏡 装 置 に よ っ て 湾 曲 部
の 角 度 を 制 御 す る こ と に も 限 界 が あ り 、 器 官 内 部 を 全 て 見 渡 す こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 胃 腸 の 内 視 鏡 検 査 に お い て は 、 内 視 鏡 を 体 内 に 挿 入 し た 後 、 内 視 鏡 に 力 を 加 え て
、 内 視 鏡 の 挿 入 部 分 を 消 化 器 系 に 沿 っ て 前 進 さ せ な け れ ば な ら な い 。 内 視 鏡 の 先 端 が 消 化
器 系 の カ ー ブ す る 箇 所 に 当 た っ た 時 、 穴 を あ け て し ま う な ど 消 化 器 系 の 内 壁 を 傷 つ け る こ
と が 度 々 起 こ っ た 。 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 米 国 特 許 第 ６ ４ ０ ２ ６ ８ ６ 、 ６ ４ ０
２ ６ ８ ７ 及 び ６ ４ ２ ８ ４ ６ ９ 号 （ 各 々 特 許 文 献 ２ ～ ４ ） に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 ワ イ ヤ
レ ス の 内 視 鏡 が 開 発 さ れ て い る 。 中 で も 、 米 国 特 許 第 ６ ４ ２ ８ ４ ６ ９ 号 （ 特 許 文 献 ４ ） の
「 カ プ セ ル 内 視 鏡 」 は 、 映 像 ユ ニ ッ ト 、 映 像 ユ ニ ッ ト に 連 接 さ れ る 制 御 ユ ニ ッ ト 、 及 び 制
御 ユ ニ ッ ト に 連 接 さ れ る 電 源 装 置 を 含 む 。 こ の 「 カ プ セ ル 内 視 鏡 」 で 検 査 を 行 う 場 合 、 受
検 者 は ま ず カ プ セ ル 内 視 鏡 を 飲 み 込 み 、 さ ら に 長 時 間 に わ た り 重 い 受 信 器 を 身 に つ け な け
れ ば な ら ず 、 体 内 に 入 り か つ 消 化 器 系 に 沿 っ て 進 む カ プ セ ル 内 視 鏡 か ら 送 ら れ て く る 映 像
を 受 信 し 、 同 時 に ハ ー ド デ ィ ス ク に 映 像 を 保 存 す る 。 検 査 の 終 了 を 待 っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ
を 使 用 し て 撮 影 し た 映 像 を 見 る こ と が で き 、 診 断 を 行 う こ と に な る 。 こ の 「 カ プ セ ル 内 視
鏡 」 の 電 源 は 、 内 蔵 電 池 で あ る た め 、 電 池 が 約 ８ 時 間 で 切 れ た 後 は 消 化 器 系 内 の 状 況 を 続
け て 撮 影 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 こ の カ プ セ ル 内 視 鏡 は 、 人 体 の 消 化 器 系 に 沿 っ て 前
進 を 続 け る た め 、 引 き 戻 し て 同 一 部 位 を 再 度 観 察 す る こ と は で き ず 、 か つ カ プ セ ル が 腸 に
つ か え る 等 の お そ れ も あ る 。 同 時 に 、 長 時 間 重 い 受 信 器 を 身 に つ け る こ と で 、 受 検 者 の 負
担 と 不 快 感 も 引 き 起 こ す 。 さ ら に 、 受 検 者 が 途 中 で 受 信 器 を 取 り 外 す と 、 映 像 の 保 存 が 中
断 さ れ 、 映 像 が 途 切 れ て し ま い 、 検 査 結 果 と 病 状 の 診 断 に 影 響 を 与 え る 。 さ ら に ま た 、 こ
の 「 カ プ セ ル 内 視 鏡 」 の 製 造 コ ス ト は 高 く 、 加 え て 前 述 の 様 々 な 使 用 上 の 問 題 に よ り 、 現
在 ま で 普 及 す る に 至 っ て い な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ３ ２ ０ ４ ３ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ０ ２ ６ ８ ６ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ０ ２ ６ ８ ７ 号
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ２ ８ ４ ６ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 か ら の 内 視 鏡 検 査 を 行 う 際 の 受 検 者 の 感 じ る 深 刻 な 異 物 感 及 び 医 療 ス タ
ッ フ が 体 内 を 観 察 す る 時 に 、 内 視 鏡 の 湾 曲 部 の 角 度 が 制 限 さ れ 、 観 察 で き な い 死 角 が 生 じ
る 等 の 上 述 の 数 々 の 問 題 を 軽 減 す る 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 こ の 目 的 の
た め に 、 本 発 明 者 ら は 試 行 錯 誤 し 、 不 断 の 研 究 を 経 て 、 １ ８ ０ ° 回 転 可 能 で 、 低 コ ス ト で
、 使 用 後 に 使 い 捨 て す る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 を つ い に 完 成 し た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 人 体 内 に 挿 入 し て 検 査 を 行 う こ と が で き る も の で あ り 、
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　 撮 影 及 び 映 像 伝 送 機 能 を 備 え る ヘ ッ ド と 、
　 前 記 ヘ ッ ド に 連 接 し か つ 前 記 連 接 箇 所 に 隣 接 す る 部 分 に 配 置 さ れ た 湾 曲 部 を 維 持 す る こ
と が で き る 形 状 記 憶 性 中 空 管 と 、
　 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 上 に お け る 移 動 に よ っ て 前 記 形 状 記 憶 性 中 空 管 の 湾 曲 部 の 角 度 を
変 更 す る こ と が で き る 形 状 記 憶 性 制 御 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 耳 、 脳 、 脳 下 垂 体 、 鼻 腔 、 気 管 、 口 腔 、 食 道 、 胃 、 小 腸 、 大 腸
、 直 腸 、 胆 嚢 、 泌 尿 器 官 （ 尿 道 、 膀 胱 、 輸 尿 管 ） 、 乳 房 、 女 性 の 生 殖 器 官 （ 卵 巣 、 卵 管 、
膣 部 、 子 宮 ） 、 睾 丸 、 血 管 、 骨 髄 、 腹 腔 、 胸 腔 及 び 関 節 等 の ヒ ト の あ ら ゆ る 器 官 の 検 査 の
使 用 に 適 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 に 添 付 す る 図 面 に し た が っ て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 の 特 徴 及 び 使 用 方 法 に つ い て さ
ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に お け る 内 視 鏡 装 置 １ ０ の 第 一 の 実 施 態 様 の 外 観 図 を 示 す 。 ヘ ッ ド １ １
０ は 内 視 鏡 装 置 １ ０ の 先 端 に 位 置 し 、 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ と 相 互 に 連 接 す る 。 形 状 記
憶 性 中 空 管 １ ２ ０ は 、 ヘ ッ ド １ １ ０ と 隣 接 す る 個 所 が Ｕ 字 型 に 湾 曲 し て い る 。 形 状 記 憶 性
中 空 管 １ ２ ０ の 材 質 は 特 に 制 限 さ れ ず 、 必 要 に 応 じ て い か な る 湾 曲 形 状 に も 製 造 す る こ と
が で き 、 生 体 組 織 と の 適 合 性 を 有 し 、 か つ 体 内 手 術 に 用 い る こ と が で き る 材 質 で あ り さ え
す れ ば よ い 。 衛 生 面 及 び 感 染 の 可 能 性 を 避 け る こ と を 考 慮 し て 、 使 い 捨 て に 適 し て い る 材
料 、 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ PolyVinyl Chloride, PVC） 又 は 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン （ T
hermoplastic polyurethane, TPU） 等 の ビ ニ ル 材 料 を 採 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ヘ ッ ド １ １ ０ は 、 前 端 に 位 置 す る 透 明 ビ ュ ー ウ ィ ン ド ウ １ １ １ と 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ と
を 含 む 。 透 明 ビ ュ ー ウ ィ ン ド ウ １ １ １ 上 に は ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ を 通 す こ と が で き る ガ イ
ド ワ イ ヤ 通 し 穴 １ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ヘ ッ ド １ １ ０ か ら 連 接 さ れ た 、 給 電 及 び 映 像 伝
達 の 機 能 を 備 え る Ｕ Ｓ Ｂ （ Universal Serial Bus） ケ ー ブ ル １ ２ ３ が 形 状 記 憶 性 中 空 管 １
２ ０ の 中 を 通 っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 に お け る 内 視 鏡 装 置 １ ０ は 、 形 状 記 憶 性 制 御 ユ ニ ッ ト と し て
の ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ を 使 用 す る こ と に よ り ヘ ッ ド １ １ ０ の 湾 曲 部 の 角 度 を 制 御 す る こ と
が で き る 。 ま ず 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ を 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ の 中 空 部 分 に 差 し 込 み 、
ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ が ヘ ッ ド １ １ ０ を 突 き 抜 け て い な い と き 、 本 発 明 に お け る ヘ ッ ド １ １
０ と 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ と が 連 接 す る 部 分 は 、 本 来 の 湾 曲 状 態 を 示 す 。 ガ イ ド ワ イ ヤ
１ ２ １ を 続 け て 前 方 に 押 し 、 ヘ ッ ド １ １ ０ 上 の ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴 １ １ ２ を 突 き 抜 け る と
、 湾 曲 し た 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を ま っ す ぐ に 伸 ば す 。 こ の 時 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ を
前 進 又 は 後 退 さ せ る 距 離 を 制 御 す る こ と 、 及 び 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を 回 転 さ せ る こ と
に よ っ て 、 ヘ ッ ド １ １ ０ の 回 転 角 度 を 制 御 し 、 医 療 ス タ ッ フ が 器 官 内 部 を 完 全 に 観 察 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 必 要 が あ る 場 合 、 ヘ ッ ド １ １ ０ の 先 端 部 に ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴 １ １
２ を 設 け て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ を ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴 １ １ ２ か ら 外 方 に 向 け て 伸 ば す こ
と も で き る 。 投 薬 治 療 の 必 要 が あ る 場 合 も 、 ヘ ッ ド １ １ ０ 上 の ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴 １ １ ２
を 通 し て 、 検 査 部 位 に お け る 患 部 に 直 接 薬 物 を 投 与 す る こ と が で き 、 又 は ガ イ ド ワ イ ヤ 通
し 穴 １ １ ２ を 通 し て 、 検 査 部 位 に 対 し て 、 気 体 の 抽 出 ・ 排 出 、 及 び 液 体 の 抽 出 ・ 排 出 を す
る こ と が で き 、 ロ ボ ッ ト ハ ン ド を 用 い て 生 体 組 織 の 一 部 を 採 取 し 、 治 療 又 は 検 体 採 取 の 目
的 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 配 電 シ ス テ ム １ １ ３ １ 、 照 明 シ ス テ ム １ １ ３ ２
、 撮 影 シ ス テ ム １ １ ３ ３ 及 び 信 号 伝 送 シ ス テ ム １ １ ３ ４ を 含 む 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ を 構 成
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す る 主 要 部 材 を 示 し て い る 。 配 電 シ ス テ ム １ １ ３ １ は 、 照 明 シ ス テ ム １ １ ３ ２ 、 撮 影 シ ス
テ ム １ １ ３ ３ 及 び 信 号 伝 送 シ ス テ ム １ １ ３ ４ に 電 力 を 供 給 す る 。 照 明 シ ス テ ム １ １ ３ ２ は
光 源 を 提 供 し 、 撮 影 シ ス テ ム １ １ ３ ３ が 器 官 内 の 映 像 を 撮 影 で き る よ う に す る 。 本 発 明 に
お け る 光 源 は 特 に 制 限 さ れ ず 、 白 色 光 又 は 赤 外 線 を 使 用 で き 、 ま た 両 者 を 合 わ せ て 使 用 す
る こ と も で き る 。 通 常 、 光 源 は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Light Emitting Diode, LED） で あ り 、
３ ～ ４ 個 の 発 光 ダ イ オ ー ド が 撮 影 シ ス テ ム １ １ ３ ３ の 周 囲 に 設 置 さ れ て い る 。 信 号 伝 送 シ
ス テ ム １ １ ３ ４ は 、 撮 影 シ ス テ ム １ １ ３ ３ の 撮 影 し た 映 像 を 信 号 伝 送 ケ ー ブ ル で あ る Ｕ Ｓ
Ｂ ケ ー ブ ル １ ２ ３ を 通 し て コ ン ピ ュ ー タ ２ ０ に 伝 送 す る 。 こ れ に よ り 医 療 ス タ ッ フ が コ ン
ピ ュ ー タ の ス ク リ ー ン を 通 し て 、 撮 影 シ ス テ ム １ １ ３ ３ の 撮 影 し た 映 像 を 見 て 、 受 検 者 の
器 官 内 の 状 況 を 観 察 で き 、 同 時 に コ ン ピ ュ ー タ は 撮 影 さ れ た 映 像 を 即 時 に 録 画 で き 、 医 療
ス タ ッ フ は 必 要 が あ る 場 合 、 繰 り 返 し こ の 映 像 を 見 て 、 も っ と も 正 確 な 診 断 を 下 す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ Ａ か ら 図 ３ Ｃ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に 係 る 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 具 体 的 な 実 施 例
を 示 す 。 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ ３ １ ａ 、 発 光 ダ イ オ ー ド １ １ ３ ２ ａ 、
レ ン ズ １ １ ３ ３ ａ 、 イ メ ー ジ セ ン サ （ CMOS Sensor） と デ ジ タ ル 信 号 処 理 装 置 （ Digital S
ignal Process） １ １ ３ ４ ａ を 含 む 。 ま た 、 第 １ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ａ 、 第 ２ プ リ ン
ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｂ 、 第 ３ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｃ 及 び 第 ４ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｄ
及 び ソ フ ト ワ イ ヤ １ １ ３ ６ も 含 む 。 図 ３ Ａ は 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 展 開 図 で あ り 、 第 １ プ
リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ａ 上 に 設 け ら れ た 発 光 ダ イ オ ー ド １ １ ３ ２ ａ （ 第 １ プ リ ン ト 回 路 板
１ １ ３ ５ ａ の 反 対 側 の 面 ） 、 第 ２ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｂ 上 に 設 け ら れ た レ ン ズ １ １ ３
３ ａ 、 イ メ ー ジ セ ン サ 及 び デ ジ タ ル 信 号 処 理 装 置 １ １ ３ ４ ａ 、 第 ３ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３
５ ｃ 上 に 設 け ら れ た デ ジ タ ル 信 号 処 理 素 子 、 第 ４ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｄ 上 に 設 け ら れ
た Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ ３ １ ａ （ 第 ４ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｄ の 反 対 側 の 面 ） 、 及 び ４ 枚 の
プ リ ン ト 回 路 板 の 接 続 に 用 い ら れ る ソ フ ト ワ イ ヤ １ １ ３ ６ を 示 し て い る 。 図 ３ Ｂ は 、 映 像
ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 反 対 側 の 展 開 図 で あ り 、 第 １ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ａ 上 の 発 光 ダ イ オ
ー ド １ １ ３ ２ ａ 及 び 第 ４ プ リ ン ト 回 路 板 １ １ ３ ５ ｄ 上 の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ ３ １ ａ が 示 さ れ
て い る 。 図 ３ Ｃ は 、 図 ３ Ａ （ 又 は 図 ３ Ｂ ） を 折 り た た ん だ 後 の 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 立 面
図 を 示 す 。 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 前 端 に は 発 光 ダ イ オ ー ド １ １ ３ ２ ａ が あ り 、 レ ン ズ １ １
３ ３ ａ 、 イ メ ー ジ セ ン サ 及 び デ ジ タ ル 情 報 処 理 装 置 １ １ ３ ４ ａ 及 び Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ ３ １
ａ が 続 く 。 こ の 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ ３ １ ａ か ら 供 給 さ れ た 映 像 ユ ニ
ッ ト １ １ ３ 中 の 各 ユ ニ ッ ト が 必 要 と す る 電 力 に よ り 、 照 明 シ ス テ ム １ １ ３ ２ 、 撮 影 シ ス テ
ム １ １ ３ ３ 及 び 信 号 伝 送 シ ス テ ム １ １ ３ ４ を 機 能 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に 係 る 第 二 の 実 施 態 様 を 示 す 。 本 実 施 態 様 で
は 、 形 状 記 憶 性 制 御 ユ ニ ッ ト と し て の ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ を 使 用 し て ヘ ッ ド １ １ ０ の 湾 曲
部 の 角 度 を 制 御 し て い る 。 ま ず 、 ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ を 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ の 後 端 か
ら 挿 入 し 、 ヘ ッ ド １ １ ０ と 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ と が 相 互 に 接 続 す る 部 分 ま で 前 方 に 押
し 、 湾 曲 し た 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を ま っ す ぐ に 伸 ば す 。 こ の 時 、 ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２
を 前 後 に 移 動 さ せ る 距 離 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 ヘ ッ ド １ １ ０ の 回 転 角 度 を 制 御 す る 。
ま た 、 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ は 、 様 々 な 湾 曲 の 形 を す る 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 を 示 し 、 図 ４ Ａ は
Ｕ 字 型 に 湾 曲 し た 内 視 鏡 装 置 を 、 図 ４ Ｂ は Ｓ 字 型 に 湾 曲 し た 内 視 鏡 装 置 を 、 及 び 図 ４ Ｃ は
Ｏ 字 型 に 湾 曲 し た 内 視 鏡 装 置 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ 及 び ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ の 材 質 に は 特 に 制 限 さ れ ず 、 生 体 組 織 と の
適 合 性 を 有 し 、 体 内 手 術 に 使 用 で き る 材 質 で あ れ ば よ い 。 衛 生 面 及 び 感 染 の 可 能 性 を 避 け
る こ と を 考 慮 し て 、 使 い 捨 て に 適 し て い る 材 質 を 採 用 す る こ と が 好 ま し い 。 形 状 記 憶 性 中
空 管 １ ２ ０ に 対 し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ 及 び ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ は よ り 大 き な 強 靭 性 を
備 え 、 本 来 湾 曲 し て い る 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を ま っ す ぐ に 伸 ば す こ と が で き る 。 ま た
、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ ２ １ が 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ の 中 で ス ム ー ズ に 前 後 移 動 で き る よ う に
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す る た め 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 外 層 に は テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） の よ う な 潤 滑 性 物 質 を 一 層 塗 装
す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｃ は 、 胃 の 検 査 を 例 に し て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ に 関 す る 使 用 方 法
を 説 明 す る 図 で あ る 。 内 視 鏡 検 査 を 行 う 前 に 、 ま ず ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ を 形 状 記 憶 性 中 空
管 １ ２ ０ の 末 端 か ら 差 し 込 み 、 ヘ ッ ド １ １ ０ と 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ が 隣 接 す る 箇 所 ま
で 前 方 に 押 し 、 湾 曲 し て い る 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を ま っ す ぐ に 伸 ば す 。 図 ５ Ａ に 示 す
よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ を 口 か ら 食 道 を 通 し て 胃 の 中 へ 挿 入 す る 。 医 療 ス タ ッ フ
が 胃 の 中 の そ の 他 の 場 所 を 観 察 し た い 場 合 、 口 腔 の 外 で ガ イ ド パ イ プ を 上 方 に 引 く こ と に
よ り 、 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ の 一 部 分 を 本 来 の 湾 曲 し た 状 態 に 戻 す こ と が で き 、 即 ち 形
状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ の 戻 っ た 湾 曲 の 程 度 に よ っ て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ に お け る 撮
影 シ ス テ ム １ １ ３ ３ の 撮 影 可 能 な 角 度 を 調 整 す る 。 図 ５ Ｂ 及 び 図 ５ Ｃ に お い て 、 図 中 の 中
抜 き の 矢 印 が 指 す 方 向 は 、 ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ の 移 動 方 向 を 示 し 、 中 抜 き の 矢 印 の 長 さ は
ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ の 移 動 幅 を 表 す 。 医 療 ス タ ッ フ が 胃 の 右 半 分 を 見 た い 場 合 、 口 腔 の 外
で 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を 少 し 回 転 さ せ る だ け で よ い 。 そ の た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置
１ ０ は 、 ガ イ ド パ イ プ １ ２ ２ を 操 作 し 、 前 方 に 押 す か 又 は 手 前 に 引 く か に よ っ て 、 形 状 記
憶 性 中 空 管 １ ２ ０ の 元 に 戻 る 湾 曲 度 合 を 調 整 し 、 ま た 形 状 記 憶 性 中 空 管 １ ２ ０ を 回 転 さ せ
る こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ が 器 官 内 の 全 て の 方 向 を 観 察 で き る よ う に す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ は 手 術 道 具 に 設 置 又 は 装 着 す る こ と も で き 、 さ ら に 超 小
型 手 術 道 具 を 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に 設 置 又 は 装 着 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 手 術 道 具 は
、 メ ス 、 ハ サ ミ 、 鉗 子 、 ド リ ル 又 は そ の 他 の 手 術 用 の 各 種 器 具 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ を 手 術 用 メ ス ３ ０ に 設 置 又 は 装 着 し た 状 態 を 示 す 。 こ
の 場 合 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ に お け る 形 状 記 憶 性 制 御 ユ ニ ッ ト の 使 用 を 省 く こ と も 可
能 で あ る 。 手 術 を 行 う 時 、 医 師 は 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ を 通 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ の ス ク
リ ー ン に お い て 手 術 中 の 細 か い 箇 所 を は っ き り と 見 る こ と が で き 、 視 差 （ parallax） の 問
題 を 解 決 し 、 視 差 の な い 映 像 を 提 供 し て 、 例 え ば 、 腫 瘍 の 切 除 又 は 悪 性 組 織 を 慎 重 に 除 去
し な け れ ば な ら な い 場 合 、 医 師 が 正 確 に 手 術 を 行 え る よ う 補 助 し 、 手 術 ミ ス に よ る 患 者 へ
の 影 響 を 回 避 す る こ と が で き る 。 同 時 に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ を 通 し て 、 手 術 の 過 程
を コ ン ピ ュ ー タ に 保 存 し 、 後 日 の 参 考 教 材 又 は そ の 他 の 目 的 と し て 使 用 す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の 説 明 に よ っ て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ の 撮 影 範 囲 は １ ８ ０ ° に 達 す る の で 、 本
発 明 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ は 死 角 の な い 撮 影 、 簡 単 な 操 作 、 一 般 の コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し て 撮
影 し た 映 像 を 保 存 可 能 、 低 コ ス ト 、 使 用 ご と の 使 い 捨 て 、 及 び 手 術 器 具 に 装 着 し て 手 術 の
進 行 を 補 助 す る 等 様 々 な 利 点 が あ る こ と が 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 述 べ た 内 容 は 、 本 発 明 の 比 較 的 わ か り や す い 具 体 的 な 実 施 態 様 を 例 と し て 説 明 し た
も の で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の で は な い 。 本 発 明 の 精 神 及 び 原 理 を 離 れ ず に 完
成 さ れ た 同 等 の 効 果 を 有 す る そ の 他 の 変 更 や 修 飾 、 例 え ば そ の 他 の 湾 曲 し た 形 状 に よ っ て
前 述 の 形 状 記 憶 性 中 空 管 に 隣 接 す る ヘ ッ ド の 各 種 湾 曲 形 状 を 代 替 す る 等 は 、 本 発 明 の 特 許
請 求 の 範 囲 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け る 第 一 の 実 施 態 様 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け る 映 像 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る 主 要 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け る 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 具 体 的 な 実 施 例 を 示 す 正 面
斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け る 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 具 体 的 な 実 施 例 を 示 す 背 面
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け る 映 像 ユ ニ ッ ト １ １ ３ の 具 体 的 な 実 施 例 を 示 す 立 面
図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け 第 二 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け 第 二 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 に お け 第 二 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 胃 の 検 査 を 例 に し て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 の 使 用 状 況 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 胃 の 検 査 を 例 に し て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 の 使 用 状 況 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 胃 の 検 査 を 例 に し て 、 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 の 使 用 状 況 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 を 手 術 器 具 に 設 置 又 は 装 着 す る 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ ０ 　 　 　 　 内 視 鏡 装 置
２ ０ 　 　 　 　 コ ン ピ ュ ー タ
３ ０ 　 　 　 　 手 術 用 メ ス
１ １ ０ 　 　 　 ヘ ッ ド
１ １ １ 　 　 　 透 明 ビ ュ ー ウ ィ ン ド ウ
１ １ ２ 　 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ 通 し 穴
１ １ ３ 　 　 　 映 像 ユ ニ ッ ト
１ １ ３ １ 　 　 配 電 器
１ １ ３ １ ａ 　 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト
１ １ ３ ２ 　 　 照 明 シ ス テ ム
１ １ ３ ２ ａ 　 発 光 ダ イ オ ー ド
１ １ ３ ３ 　 　 撮 影 シ ス テ ム
１ １ ３ ３ ａ 　 レ ン ズ
１ １ ３ ４ 　 　 信 号 伝 送 シ ス テ ム
１ １ ３ ４ ａ 　 イ メ ー ジ セ ン サ 及 び デ ジ タ ル 信 号 処 理 装 置
１ １ ３ ５ ａ 　 第 １ プ リ ン ト 回 路 板
１ １ ３ ５ ｂ 　 第 ２ プ リ ン ト 回 路 板
１ １ ３ ５ ｃ 　 第 ３ プ リ ン ト 回 路 板
１ １ ３ ５ ｄ 　 第 ４ プ リ ン ト 回 路 板
１ １ ３ ６ 　 　 ソ フ ト ワ イ ヤ
１ ２ ０ 　 　 　 形 状 記 憶 性 中 空 管
１ ２ １ 　 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ
１ ２ ２ 　 　 　 ガ イ ド パ イ プ
１ ２ ３ 　 　 　 Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブ ル
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ３ Ｃ 】
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【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ５ Ａ 】
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【 図 ５ Ｂ 】 【 図 ５ Ｃ 】

【 図 ６ 】
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